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投稿者大募集！
掲載内容　長年続けているボランティア・市内のお気に入りの風景など（300文字程度の紹介文）※営利活動は不可
応募方法　掲載内容と住所・氏名・電話番号を記入の上、Eメールまたは郵送にて。応募多数の場合は、抽選で掲載。
応 募 先  広報秘書課☎22‐0138　 郵送→〒441-3492（住所不要）　Eメール→ koho@city.tahara.aichi.jp

　大草小学校には、田原市内で唯一、土俵があります。1972年に運動場の一角に本格的な土俵が設けられて以来、地
域住民やPTAの皆様に支えていただきながら整備を続け、学校の大切な伝統として受け継がれてきました。現在は、年
２回「大草ふれあい相撲」を開催し、この土俵を舞台に子どもたちが心身を鍛え、地域や仲間との絆を深めています。

　１年生は５月に校長先生から「四
し こ な

股名」を命名されます。縦割り活動
では、上級生が下級生に優しく取り口を教える姿が見られ、土俵の上
には学年を超えた温かいつながりが広がります。子どもたちは、土俵
や相手に感謝の気持ちを持ちながら、そしてたくましく成長していま
す。これは、大草小学校ならではの教育活動の一つです。
　6月5日（金）に行われた6月場所の様子は街角ネットたはらでご覧
ください。

▲大草ふれあい相撲6月場所
投稿者 大草小学校

投稿者 田原ロータリークラブ、田原パシフィックロータリークラブ
渥美ロータリークラブ

▲親子交流館すくっとにて（４月）

▲あつみの市レイにて（６月）

　ロータリークラブでは、世界の子どもたちの命と未来を守るため、長年
にわたりポリオ根絶に力を注いでいます。
　ポリオは、非常に感染性の高い病気であり、特に５歳未満の子どもが感
染しやすいとされています。日本では「小児まひ」と呼ばれることもあり、ワ
クチンによって予防が可能です。日本ではすでに根絶されていますが、世
界の一部の地域では今もなお、子どもたちがこの病気に苦しんでいます。
世界のどこかに残っている限り、感染のリスクはなくなりません。日本でも
引き続き、子どもたちへのワクチン接種を継続していくことが大切です。
　こうした取り組みを広く知っていただくため、今年４月と６月に、田原
ロータリークラブ、田原パシフィックロータリークラブ、渥美ロータリーク
ラブの３クラブで協力し、「親子交流館すくっと」と「あつみの市レイ」にポ
リオ根絶運動啓発の横断幕を掲示しました。これからも地域の皆さまと
共に、世界からポリオをなくすための活動を続けてまいります。

▲街角ネットたはら

　大草小学校　大草ふれあい相撲

　ロータリーと共にポリオをなくそう
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